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ABSTRACT 　 W 已 used 　 presumphve εcto ・

derm （1xl ．5mm ）of　 C 翅 ψ 5　 Pyrrhogas ずe 厂

embryos 　 as 　 a　 reactor 重n　the 　 primary　 ln・

duct孟on 　systern
，
　and 　the 　participation　of

uninduced 　cells 　in　the　differentiation　of

induced　 cells 　in　the　 reactor 　was 　invest量．

gated ．　 The 　inductor 　 used 　was 　a　proteln

solution 　prepared 　from　guinea −pig 　 bone ・

marrow ．　 When 　 its　 inducing 　 stimuIus

was 　given　to　the 　ectoderm 　by　treating 　it

in　the　solution 　for　3　hours　at 　2〔｝
°C，　meso 曹

dermal 　 induction 　 was 　 evoked 　in　 the

ectodermal 　 explants ．　If，
　 after 　 the 　 treat，

Inent ，　 some 　 ectodermal 　 explants 　
were

　cut

into　4　small 　pieces　and 　each 　of 　them 　was

combined 　 with 　 another 　 fragment 　 of 　 the

u 隆induced 　 presumptive 　 ectoderm 　 of 　 the

origlnal 　size ，
　 mesodermal 　 induction 　 was

aLso 　evoked 　in　the 　cornbined 　explants ，　but

the 　regionahty 　of 　the 　resultant 　differenti−

ation 　 was 　 different　 from 　that 　 of 　 the 　un −

combined 　 ones ； notochord 　 and 　 muscular

tissues 　were 　 evoked 　 predominantly 　in　the

latter，　whereas 　the 　dominant　 structures

in　the 　former 　were 　mesenchyme 　 and

mesothelium ．　 AutOradiography．was 　 ap ’

plied　to　the　analysis 　of 　the 　origin 　of

me ・ enchyme 　 and 　 mes ・ theliUm 　 i・ th・

combined 　explants ．　 An 　iso〕a ピed 　piece　of

dniハ duced 　 presumptive 　 ectoderm 　 was

labelled　with
呂H −thymidine 　and 　combined133

wlthasman 　piece　of 由 e　induced　ectoderm ．

After 　being 　cultivated 　for　1，3aud 　 10

days
，
　 the 　explants 　were 　丘xed 　and 　pro ・

cessed 　for　autoradiography ．　 After 　l　day ’
s

eultivation
，　the 　segregation 　of 　explant

cells 　with 　labelled　nucleus 　frorn　those

wi 出 　unlabelled 　nucleus 　was 　observed ．

After 　3　days ’
cultivation ，

　 the　 cells 　 with

labelled　nucleus 　 were 　scattered 　 among

the 　cells 　 wjth 　 unlabelled 　 nucleus ．　 After

童Odays ’
cu 】tivati 。 n ，　 many 　 labelled　 ceHs

were 　observed 　 in　 epiderlnis ，
　 mesenchyme

and 　 mesothelium ，　 Since　 no 　 necrotlc

丘gures 　of 　labe口ed 　nudej 　were 　observed

in　しhe　combined 　explants 　at 　 l　 and 　3　days ，

cu 玉tivation ，　it　ca 皿 　be　concluded 　that　the

mesodermal 　 cells 　 with 　 labe】蘯ed 　 nucleus 　in

the 　combined 　explants 　came 　from　the 　 un ・

induced 　ectoderm 　n 、ost 　probably 　by 　【he

homoiDgenetic 　inducing 　effect 　of　the　celis

in　 the 　 induced 　ectoderm ，（Zoo’．　Mag ，86 ；

133 −136
，　1977 ）

　モ ル モ ッ F骨髄 は 両 生 類胚 予定外胚葉 に た い し て

脊索
・筋節 とい っ た 背方性 の つ よ い 中胚葉性絹織を

優位 に 誘導 す る こ とが 知 られ て い る （Toivonen

l953a，　 b，　 Yamada 　1958a ，　 b）。　 Sasaki　 et　 al ．

（1976〕は イ モ リ胚 の 予定外胚葉片を モ ル モ
ッ ト骨髄

で 処 理 して 中胚 葉性 誘導刺激を与え た の ち 1〆8 に 匐

っ て 小片化 し，別 に 用 意 した も との 大 きさ の 未処 理

予定外胚葉片 と結合 させ る と 中皮や 間充織 が優位に

生 じて く る こ とを示 した 。
1！8 程度 の 小 片 で も脊 索，

筋節 の 誘導 の 優位性 は 保持 され る こ とか らT 中 皮 ・

間充織の 優位な分化 は 未処理 の 予定外胚葉片 の 影響

に よ る もの と考え られ た 。 本報は そ の 影響を具体的

に と ら え る た め の 第
一

段階 と し て ，誘導刺激 を 受 け

た 予 定外胚 葉 の 細胞 の 組織分化 に ，それ と組 み 合 わ

され た 未処 理 の 予定外胚葉 の 細胞が参加す る か ど う

か を し らべ た もの で あ る。

　用 い た 材料 は イ モ リ CynoPS 　PNrrhogasterで ，

の う胚期 （St．12
，

0kada 　 and 　 Ichikawa 　 1947）

の 予定外胚 葉片 （1x1 ．5mm ）を 反応体 と して 実験

を行な っ た。 モ ル モ
ッ F骨髄か ら Sasaki 　 et　 at．

（1976）の 方法 に 従 っ て 調整され た 抽出物溶液 （0 ．D．

280m μ
＝ 2＞を誘導体 と し，こ の 中 で 3 時間 （20

°C）

処 理 す る こ と に よ っ て 反応体に 誘導刺激 を 加えた 。
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実験群 で は 誘導刺激を加 え た 予定外胚葉片を さ らに

4 等分 し，各 片 に 誘導刺 激 を 加 えて い な い もとの 大

きさの 予定外胚葉片 を 融 合 させ た 。これ に 対す る 対

照実験 と し て ，もと の 大 きさ の 予定外胚葉片，そ の

骨髄処 理 片，お よ び それ を さらに 1／4に 小 片 化 した

もの を 用意 した。そ れ ぞ れ を IO日間室温 て 培養後，
プ ア ン 氏液 で 固定 し，分 化 し て きた 組織を 光学 顕 微

鏡観察で 同定 した。

　次 に 分 化 した 親織へ の 未 処 理 予定 外 胚 葉 の 網胞 の

関与 を知 るた め オ ー ト ラ ジ オ グ ラ フ ィ 実験 を 行 な っ

た 。　予定外胚葉 片 を ミ レ ポ ァ 。フ ィ ル タ
ー Type

HA （Millipore　Co．　Mass ．　 U ．S．　A ．）の 上 に の せ，
更 に そ の 上 に 2 × 2mm の カ パ ーグ ラ ス を の せ ，

：H 一

チ ミ ジ ン （50 μCi／m 〜）を含む ホ ル トフ レ
ー

タ ー氏液

中 に 室 温 で 6 時間放置 し て ラ ペ ル した 。

一
方す で に

述 べ た 方法 で 骨髄処理 を ほ どこ した 1〆4 大 の 予定 外

胚葉片を 用意 し，こ れ と ラ ベ ル した 未誘導予定外胚

葉片 と を融 合 させ た 。 こ れ らは L3 お よ び 1  目間

室温 で 培養後，プ ア ン 氏液て 固定 し，通 常の パ ラ フ

ィ ノ 法 で 5 μm 厚 で 切 片 に し た。 こ の 切 片標品 に 感
光乳 剤 NR −M2 （Konishiroku　Photo ．　Co．　Tokyo ）

を か ぶ せ ，5°C で 20 日間露出後に 現 像 し， 染色後
ラ ベ ル され た網胞 の 検索を 行な っ た 。

　誘導実験 の 結果 を表 1に 示す 。 誘導刺激を受け た

予定外胚葉片　（Eb 群）， お よ び そ の 1／4 片　（1／4
Eb 群 ） に お い て は 高頻度 で 中胚葉性組織誘導 が み

られ た 。
こ れ らの 場合，脊索 ・筋節 が 多数生 じて い

る。一
方実験群 （Eo ＋ 1／4　Eb ）で は 間充織や 中皮が

上 記 の 対照 群 に くらべ て 増加 し て い る。こ の 結果 は

Sasaki　 et　al ．（1976）の 結果 と一致 し て お り，誘導

刺激を受け な か っ た 予定外胚 葉細胞群 が 誘導刺激を

受け た 細胞 の 分化 に 何 等 か の 影響を 与え た とす る考
え方を支持 す る もの で あ る。

　次 に オ ー ト ラ ジ オ グ ラ フ
ィ
ー

の 実験結果 で あ るが ，
1 日 目の 外植体 （図 1〕 に お い て は，ラ ベ ル され た

核 （図 1 の A ） を もつ 予定外胚 葉細胞の 集団 と，
ラ ベ ル され て い な い 誘導刺激 を 受け た 細胞 （図 1

の B ） の 集 団 とは 分離 し て い る。

　しか し 3 目 目の もの に な る と分 離 は 乱れ て 両方の

細胞 が 混 じ り合 っ て い る　（図 2｝。組織 が 分化 して

し ま っ た 10日 目の も の て は ，闘充織 ， 中皮，前腎，
筋 の 細胞 に 銀粒子を有す る 核 が 存在 して い る　（図

3，4）。しか し 脊索 に は ラ ベ ル され た 細胞 が 観察 さ

れ なか っ た 。 また こ れ らの もの の 表皮細胞 は ほ と ん

どが ラ ベ ル され て い た 。 以 Lか ら骨 髄 の 誘導刺激 を

直接 に は 受け な か っ た 予定外胚 葉の 細胞が，中胚葉

性組織 の 構成 の
一

部 に 参 加 す る こ とが 認 め られ た。
本実験 て

’
採用 した

3H 一
チ ミジ ン の 取 り込 み 時間 （6

時間）は ，全細胞 の ラ ベ ル に は 十 分 で な い 。しか し

本実験 の 目的 に は その 必要は な く．中胚 葉性組織 を

購成す る 細胞に 1 つ で もラ ベ ル され た もの が あれば．
それ は 未処 理予定外胚葉細胞 の 参加 を 示 し て い る も

Table 　1．　Inductions　evoked 　in　the 　ecloderrnat 　explants

　 　 　 　 Series

Tota ］ number 　of 　explants

Positlve　 cases

No・　of 　explants 　containing ：

　 　 Brain

　 　 Neural 　 tissues

　　 Notochord

　　 Musc 】e
，
　 myotome

　　 Pronephros

　　 Mesothelium

　　Mesenchyme
　 　 Blood 　cells

Eo Eb 1／4Eb Eo 十 1〆4　Eb一
801

00000000

」・
6

り
自

1

00704182　

　

　

1
　
　

　

1

尸
DlQ研

ρ
0

04095731　

　

34

　

　

　

1

784

ワ一

00268602　

　

　

　

　

12

　　
The

　i・d・・t・ ・ w ・ ・ ap ・・t・i… 1・ ti。・ p・ep … df ・・ m 　g ・inea　pig　b。。 e−m 。 ，r。 w 　and 　th，
　
re 。 c 亡。，

was
　

a
　

st 「ip °f　p ・e ・umptive 　ect ・ derm 。 f　g・・t・・1・e ・ f　Cツ・・ρ・ py・・h・g ・・t・r．　 After　10　d。y，
・

cultivati 。・ i・ H ・】tf・ et ・・
’

・ s。 1・ ti・・
，　tiss … ev ・ k ・d　i・ th… t・d ・，m 。1 。 xpl 。皿 t，　 w 。，e　 id。 。 ti丘。 d

m °「ph °】°gicaHy ・ Series　E ・ l　i・ tact　 p ・e ・・ mpti ・e　 ect ・ d・・ m ．　 Seri・・　 Eb ； P，。 、。 mptive 　ect 。d 。，m
t「eated

　
by

　
th ・ i・ d・・t。・・ Se ・ゴ・∫ 1／4Eb ；・ m ・ ll ・i・ed 　Eb （1／4　i・ ・i・e）．　 Serie，　E 。 ＋ 1／4E わ、 sm 。 ll

sized 　Eb 　combined 　 with 　 Eo．
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の と 判断 して よ い
。

3H 一
チ ミ ジ ン の 外植体内で の 移

行 の 可 能姓 に つ い て は 1 日 目お よび 3 日 E の 外植体
に ，細胞 の 壊 死縁が み られ な い こ と と，10日間 の 培

養中 に 経過す る 予定外 胚 葉 の 細胞世代数が ご く僅 か

で あ る （Suzuki 　and 　I（uwabara 　1974） こ とか ら

考え に くい 。

　Deuchar （1971）は 少数 の 予 定外胚葉細胞 に オ ー
ガ ナ イ ザ ー

の 誘 導刺激 を あ た え る と同時に
3H 一

チ ミ

シ ン で ラ ベ ル し，こ れ と未処 理 の 予定外胚 葉片 とを

組合 わ せ ，分化し て ぎた神経組 織中で の ラ ベ ル され
た 細胞 の 分布を し らべ た。

　 こ の 場合．多数 の ラ ベ ル の な い 細胞が神経親織 に

見出されて い る 。 こ の こ とか ら彼女 は オ ー
ガ ナ イ ザ

ーに よ る誘導刺激を受け た 細胞が 更 に 周 囲 の 細胞 に

第 2段 の 誘導作用をお よ ぼ す こ とを主 張 して い る。
全 く類似 の 現象 が ニ ワ ト リ ＝ ウ ズ ラ の 系を用い た実
験で Rasilo　and 　Leiko ］a （1976）に ょ っ て 示 さ れ

て い る。

　本実験に お い て も，骨髄 か らの 誘導刺激を直接 に

は 受け なか っ た 予定外胚 葉細胞 が 中胚葉性 組織 の 分

化 に 参加 し，結果的に は中胚葉性組織に 分化 して い

る 。 その 意味で は　Deuchar お よび　Rasilo　 and

L ・ik・1・ が 神経 組織 の 誘導に つ い て 得 た 現象 と同
＿

で あ り，同質誘導とい わ れ る 範疇 に 入 る現象で あ る 。

しか しそれ は 実験群 に おけ る 間充織や 中皮 の 分化 の

増加 は 説 明 す るが ．脊索や 筋節などの 分化 の 減少は

説 明 し な い
。

こ の 点 に つ い て は さ ら に 種 々 の 角度 か

らの 実験が 必要で あ る （野 田 等，お よ び 栗 原 ・佐 々

木 ， 1976 日本動物学会大会報告）。
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